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Ⅱ 研究開発実施内容 

 

 

 

 

１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

日本の歴史・伝統・文化を踏まえて，グローバルな社会課題である国際間での文化や社

会の対立を排除し，多文化共生社会の実現を図る課題研究を行うことを通して，グローバ

ルな視野に立って探究し，課題を解決する資質，能力，態度を身に付ける。  

また，課題研究の発表は，英語で行い，レポート等は英文表記でまとめることを通して，

英語でのコミュニケーション力を向上させる。  

（２）期待される効果  

課題研究の取組により，日本の歴史・伝統・文化を踏まえて多文化共生社会を構築する

グローバル・リーダーとしての資質や能力が身に付くことが期待される。 

 

２ 内容 

（１）普通科１～３年次の「ＧＬ探究」（総合的な学習の時間）においてグローバルな社会課題

について課題研究を実施する。なお，ＧＬとはグローバルラーニングの略である。  

（２）地歴公民科及び英語科を中核とするが，基本的には全職員がテーマごとにチームを作っ

て適切な準備をして生徒の指導を行う。  

（３）課題研究の成果は，年度末に校内外の高校生，保護者及び近隣の小中学校を対象に発表

会を行い，ＳＧＨの普及を図る。また，成果を研究収録として冊子にまとめ，県内の高校

等や全国のＳＧＨ校に配付し，ＳＧＨの成果の普及を図る。  

 

３ 実施方法 

（１）１年次の「ＧＬ探究」において，様々なテキストや資料，インターネット等で得られる

情報等を用いて，グローバルな視点から歴史や地理，政治，経済等の基礎的な内容を学ぶ。

基礎的な事柄及び得られた知識を整理するとともに，課題研究の手法も取得して，２年次

からの課題研究に備える。  

（２）２～３年次の「ＧＬ探究」では，「ＧＬアクティブ」や１年次に得た知識や手法を基に，

各自または各班で課題研究に取り組む。  

（３）千葉大学国際教養学部と連携を図り，課題研究の進め方やまとめ方の指導を受ける。こ

の中で指導する教員対象のレクチャーも並行して実施する。 

（４）研究に必要な資料や情報の収集及び研究のアドバイス等は国立歴史博物館，国際協力機

構（ＪＩＣＡ）やＤＩＲＥＣＴＦＯＲＣＥの協力を仰ぐ。  

（５）２年次終了時に課題研究発表会を行い，研究成果を口頭やポスターで発表する。  

 

４ 検証評価方法 

（１）ＳＧＨ運営指導協議会において，運営指導協議員による評価を行い，改善を図る。  

（２）年度末に生徒及び保護者へのアンケート調査を行い，年度ごとのグローバル意識の変容

について調査，分析し，改善を図る。  

研究開発１ 課題研究 －ＧＬ探究－ 
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（３）校内外での発表の件数や発表会における入賞の件数や生徒の進路希望の変化について検

証する。 

 

５ 第１学年 課題研究 －ＧＬ探究－ 

（１）第１学年計画 

ア 計画概要 

  （ア）ＳＧＨについて知り，今年度の到達目標を理解する。 

  （イ）課題研究の手法を知る。 

  （ウ）課題を見つける（個人）。 

  （エ）課題を持ち寄り協議の上，研究グループを編成する。 

  （オ）研究テーマを決定する。 

  （カ）先行事例・先行研究の調査を行う。 

  （キ）仮説を立て研究方法を決める。 

  （ク）中間発表（英語でポスター発表） 

 

イ 昨年度との変更点（第１学年生徒について） 

（ア）課題研究の進め方に係る具体的な指導について，昨年度は９月に本格的に開始した

が，研究の見直し等があった場合，時間的余裕がなくなってしまうので，できるだけ

早期にガイダンスを行い，夏季休業中前に課題研究の進め方について指導を行った。  

（イ）ガイダンスにおいて課題研究の方法については，昨年度は千葉大学の先生によるワ

ークショップ等を実施したが，学校としての自立を考え，本校職員で実施した。  

（ウ）課題の見つけ方，テーマの絞り方については，ビジネス課題を例に挙げ，日本政策

金融公庫の方による講演を実施した。  

（エ）グローバルな課題を見つける上で社会の関係性を捉えさせるために，地域と世界と

の関係を中心とした講演，グローバル社会と日本の課題を中心とした講演を実施した。 

（オ）課題研究のテーマについて，１分間スピーチを取り入れ，より自己の考えを明確化

するとともに表現を意識させる機会を設けた。  

（カ）課題研究の事前学習として，海外グローバル研修の報告会を実施した。  

（キ）課題研究の事前学習として，理数科２年生によるＳＳＨ課題研究のポスター模擬発

表を実施した。  

（ク）大学教授の模擬講義に替えて，調査・分析方法に係る講演会を実施した。  

  

（２）第１学年実施内容 

ア ガイダンス１「ＳＧＨプログラム」 

（ア）日 時 平成２９年４月１１日（火）６限 

① 全員が海外に自信をもって発信できる，日本の歴史，伝統，文化を語れるよう

にする。通史的なことではなく，自分が語れること。 

② 研究したいグローバル社会における課題（日本を中心に考えてもよい）を見つ

ける。（国際課題の解決に向けて，日本人に何ができるか，研究する。） 

③ 英語のプレゼンができるようにする（プレゼンの手法も含めて）。 

④ 課題研究の進め方を理解する。 
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（イ）場 所 本校体育館 

（ウ）対 象 第１学年普通科 

（エ）目 標 ＳＧＨに係る教育活動について理解する。 

（オ）内 容 本校ＳＧＨ主任が，本校のＳＧＨに係る教育活動について，説明するとと

もに，課題研究の概要，１年次の到達目標について説明した。 

 

イ ガイダンス２「佐倉を知る」 

（ア）日 時 平成２９年４月１８日（火）４限～７限 

（イ）場 所 佐倉市内，国立歴史民俗博物館 

（ウ）対 象 第１学年普通科 

（エ）目 標 佐倉市の歴史保存の在り方や佐倉市内の様子を調査し，地域や地域に受け

継がれてきた伝統・文化について関心を高めるとともに，地域における課題

を見つける。加えて国立歴史民俗博物館の使用方法等を学ぶ。 

（オ）内 容 本校から，武家屋敷等を見学しながら国立歴史民俗博物館に向かい，博物

館では使用方法や展示内容等について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ウ ガイダンス３「海外研修の報告を聞こう 1」   

（ア）日 時 平成２９年４月２５日（火）６限 

（イ）場 所 本校体育館 

（ウ）対 象 １・２学年普通科 

（エ）目 標 平成２８年度末にイギリスで研修した生

徒の成果を見聞することにより，グローバ

ルな課題について知り，課題研究のテーマ

を考える一助とする。 

（オ）内 容 イギリス研修に参加した生徒が，イギリ

スの高校生，ケンブリッジ大学の学生，オックスフォード大学の学生に向け

て行った課題研究のプレゼンテーションを披露するとともに，フィールドワ

ークや研修の内容について報告した。 

   

エ 「課題研究を始めよう」 

（ア）日 時 平成２９年５月２６日（火）２,３限 

（イ）場 所 本校体育館 

（ウ）講 師 正能 幹雄 氏（日本政策金融公庫） 

（エ）対 象 １学年普通科 

（オ）目 標 ビジネスプランを例として課題研究テーマについてのプランニング能力を

高め，課題研究の一助とする。 
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   （カ）内 容 本校ＳＧＨ主任が課題研究について説明を行った後，ワークショップを

実施した。その後，日本政策金融公庫正能幹雄氏をお招きし，講義形式で，

課題研究についての説明を受けた。  

【ＳＧＨ主任の説明資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 外部講師による講演「地域から世界をみる」 

（ア）日 時 平成２９年６月２７日（火）午後３時１５分～午後４時５分  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 本校１年普通科  

（エ）目 的 地域と世界との関係について理解することにより，課題研究を進める上で

の一助とする。  

（オ）  講 師  愛沢 伸雄 先生（NPO 法人安房文化遺産フォーラム代表） 

池田  恵美子  先生（NPO 法人安房文化遺産フォーラム副代表） 

（カ）内 容 『「館山まるごと博物館」のまちづくり～足もとの地域から世界をみる～』

を演題に，地域の歴史が世界の歴史とつながっていること，地域の平和を考

えることが世界の平和に結びつくことなどを明らかにする内容であった。  
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（キ）アンケート結果  

【GL 探究共通アンケート】（数値は回答数）  

① 日本や地域の歴史・伝統・文化，社会課題をより深く理解する必要性を感じた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

７８人 １７１人 ２４人 ５人 

 

② 外国の歴史・伝統・文化，社会課題に関する興味・関心が高まった。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

５８人 １７１人 ４５人 １人 

 

③ 今回の講演の事柄を，外国人に英語で話すことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

６人 ２９人 １４３人  ９７人 

 

④ 今回の講演の事柄を，友人等と話し合うことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２１人 １７４人 ７５人 １１人 

 

⑤ 今回の講演に関連する課題研究テーマを考えることができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１６人 ７９人 １４９人  ２５人 

 

⑥ 課題研究に関する新たな（異なる）視点を得ることができた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１３人 ６２人 １９１人  １２人 

 

⑦ この講演は，課題研究テーマを考えるのに役立った。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１０人 ７９人 １７６人  １０人 

 

【生徒感想】  

・歴史を知ることで今につなげることができるのだなと感じた。 

・自分たちに身近な千葉県でも戦争というものが身近にあったものだと勉強になった。 

・身近なところから日本の歴史や世界の歴史についてまで考察できることを学んだ。 

今後ＳＧＨの課題研究を行うにあたり，必要なことだと思った。 
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（ク）成果と課題 

地域と世界の関係，地域とグローバル社会の関係について興味・関心を抱かせる上

では効果のあった内容であった。この段階で地域の歴史の観点から世界との関係を考

えさせることは，グローバルな課題が身近にあることに気づかせる良い機会となった。

１年次の到達目標の①②に有効であった。  

 

カ「課題研究のテーマを見つけよう」  

（ア）日 時 平成２９年６月２８日（水）５限  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 １学年普通科  

（エ）目 標 ビジネスプラン等を例に研究テーマを見つける手法を身に付け，課題研究

のテーマを見つける一助とする。  

（オ）内 容 課題研究のテーマを見つけるために，ブレーンストーミングを実施した。 

 

キ「夏季休業を活用しよう」  

（ア）日 時 平成２９年７月７日（水）３限  

（イ）場 所 本校体育館及び各教室 

（ウ）対 象 １学年普通科  

（エ）目 標 夏季休業中にできることを確認し，課題研究のテーマを見つける契機とす

る。 

（オ）内 容 ① ６月２８日に説明したビジネスプラン等を例に，研究したいことに係

るキーワード，ロジックツリー・グルーピングをワークシートに記入し，

テーマを絞った。  

         ② 夏季休業中の「ＧＬアクティブ」について説明し，校外での経験を通

し，課題研究テーマを見つけることを促す。  

        ③ 夏季休業後，研究テーマを選んだ理由について，クラス全員の前で１

分間発表し，その後，研究グループを構成することを予告した。  

 

ク 外部講師による講演「グローバル人流論」 

（ア）日 時 平成２９年７月１２日（水）午前１０時４０分～午前１１時４０分  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 本校１年普通科  

（エ）目 的 グローバル社会とはどのような社会なのか，グローバル社会の課題とは何

か等について，課題研究を見つける一助とする。  

（オ）講 師 津田 守先生（名古屋外国語大学教授・大阪大学名誉教授） 

（カ）内 容 『グローバル人流論』を演題に，人の流れがグローバルな社会を作りあげ

ていくこと，災害時を例に挙げながら日本におけるグローバルな課題等を中

心に，現代のグローバル社会の有り様について講演していただいた。  
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（キ）アンケート結果  

【GL 探究共通アンケート】（数値は回答数）  

① 日本や地域の歴史・伝統・文化，社会課題をより深く理解する必要性を感じた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

７７人  １６７人  ２５人  ８人  

 

② 外国の歴史・伝統・文化，社会課題に関する興味・関心が高まった。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

８１人  １５８人  ３０人  ３人  

 

③ 今回の講演の事柄を，外国人に英語で話すことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

９人  ３１人  １４２人  ９６人  

 

④ 今回の講演の事柄を，友人等と話し合うことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２２人  １６７人  ７９人  １３人  

 

⑤ 今回の講演に関連する課題研究テーマを考えることができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２２人  ９０人  １４３人  １４人  

 

【生徒感想】  

・いろいろなところに行き，実際に人と接し，見聞きすることは大切だなと思いました。 

・人は「流れ」の中にある。その意味が今回の講演で少し理解できた気がする。 

・世界中にはいろいろな文化や言語があるので，意思を伝えるのは容易ではないが， 

少しでも改善できる工夫を考える必要を感じた。 

 

（ク）成果と課題 

      昨年度は，１１月に千葉大学の教授に「高校生に伝えたいグローバルな問題」とい

う演題で講演を実施していただいた。しかし，生徒の研究課題テーマが概ね固まって

きている時期であったので，もう少し早めに行う方が有効であると判断し，テーマを

見つける前に専門的立場からのグローバル社会の有り様，課題等の総論的な講演を実

施した。１年次の到達目標の①②に有効であった。講演の内容が研究テーマに係る具
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体的な内容ではなかったため，課題研究についての生徒の肯定的回答は高まらなかっ

た。 

 

ケ「１分間スピーチを通して研究グループをつくろう」  

（ア）日 時 平成２９年９月５日（火）６・７限 

（イ）場 所 本校体育館及び各教室  

（ウ）対 象 １学年普通科  

（エ）目 標 １分間スピーチを行い，各自のテーマを知ることにより協働して研究でき

るグループを構成する。  

（オ）内 容  研究テーマを選んだ理由について，クラス全員の前で１分間発表する。そ

の際に，テーマがグローバルな課題か，地域等で困っていることか，高校生

が提言・改善できるものか等について確認し合う。その後，テーマが関係し

ている生徒でグループづくりを行った。 

 

コ 鹿山夢講座「ようこそ先輩」 実施要項 

（ア）日 時 平成２９年９月１２日（火）６・７限 

（イ）場 所 本校理科棟，普通教室及び地域交流施設 

（ウ）対 象 １学年 

（エ）目 標 各界で活躍している本校卒業生の話を聞くことで，グローバル社会の中で

自分がどのように生きていくべきかを考える。 

（オ）講 師   

金子 卓也 氏（経営学，国際基督教大学 准教授） 

岡田 将吾 氏（人工知能，東京工業大学助教） 

柳川 浩貴 氏（オリエンタルランド） 

猪尾 祥一 氏（日本政策金融公庫）  

鈴木 淳一 氏（牧師） 

成毛 翔子 氏（千葉大学大学院 工学研究科） 

（カ）内 容 

   実施形態・実施内容はほぼ昨年度と同様である。一人の生徒が二人の講座を聴講で

きるようにしている。生徒は実社会で活躍する方の生の声を聞くことで，グローバル

社会の有り様を理解し，自己の生き方・在り方について考えを深めることができた。 

   １４：１５～１５：０５  １回目の講義 

１５：０５～１５：１５  生徒移動 

１５：１５～１６：０５  ２回目の講義 

（キ）成果と課題 

      課題研究を進めていく中で，現代の社会の有り様を理解しておくことが必要である

と考え，昨年度に引き続き実施した。活躍している場が異なる方の話を聞き，社会に

おける生き方・在り方について考えを深めることができた。ＳＧＨに係る講座として，

卒業生の活用は有効であった。  

 

サ「課題研究テーマ，研究の目的（設定理由，仮説等）を決めよう」  

（ア）日 時 平成２９年９月２６日（火）６・７限  

（イ）場 所 各教室  

（ウ）対 象 １学年普通科  

（エ）目 標 研究グループごとに課題研究テーマを決定する。 
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（オ）内 容 研究グループごとに，ブレーンストーミング，グループマッピング等の手

法を用いて，研究テーマを絞り込み，課題研究のテーマを決定する。その際

に設定理由等についてもまとめる。  

 

シ「海外研修の報告を聞こう２」  

（ア）日 時 平成２９年１０月１０日（火）６限  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 １・２学年  

（エ）目 標 オーストラリア及びシンガポールで研修した生徒の成果を見聞することに

より，グローバルな課題について知り，課題研究の一助とする。  

（オ）内 容 オーストラリア研修及びシンガポール研修に参加した生徒が，現地の高校

生に向けて行った課題研究のプレゼンテーションやディスカッション，フィ

ールドワーク等について報告した。  

 

ス「ＳＳＨ課題研究ポスター発表から学ぼう」 

（ア）日 時 平成２９年１０月１０日（火）７限  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 １学年  

（エ）目 標 ＳＳＨ課題研究のポスター発表（模擬発表）を見聞きすることにより，Ｓ

ＧＨ課題研究の方向性を探るとともに，ポスター発表の手法を学習する。  

（オ）内 容  第２学年理数科生徒がＳＳＨ課題研究中間発表のポスターを用いて発表す

る。その後質疑応答を行い，第１学年生徒は，他の発表者の前に移動する。

このことを繰り返す。第１学年生徒は，研究手法や発表方法等，気付いたこ

とをメモに取る。 

 

セ「課題研究テーマ，設定理由等の修正」 

（ア）日 時 平成２９年１０月３０日（火）７限・１１月７日（火）６限  

（イ）場 所 各教室  

（ウ）対 象 １学年普通科  

（エ）目 標 研究グループごとに課題研究テーマを絞り込むとともに，研究方法を明確

化する。  

（オ）内 容  研究グループごとに，提出されたテーマについて，担当教員からの指導を

受け，テーマの再考又は焦点化をするとともに，具体的な研究方法について

協議し，研究の方向性を明確化する。  

 

ソ「海外理解推進のための講演会」 

（ア）日 時 平成２９年１１月１７日（金）４・５限   

（イ）場 所   教室，地域交流施設，第二体育館等 

（ウ）対 象 １学年  

（エ）目 標 講義を通してグローバルな課題について学び，研究課題の一助とする。  

（オ）講 師  

ａ ＪＩＣＡ海外ボランティア経験者（２名）  

柏原 庸一 氏（月島テクノメンテナンスサービス）  

久保山 三香代 氏（松戸市立根木内中学校）  

ｂ ＤＩＲＥＣＴＦＯＲＣＥ授業支援の会（２名）  
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吉田 文一 氏 （元三菱銀行）  

  遠藤 恭一 氏 （元三井物産）  

ｃ 新聞記者（海外特派員）  

平田 篤央 氏 （朝日新聞社）  

（カ）内容 

   次のとおり講演会を分科会形式で行った。 

柏原 庸一 氏  「コスラエ島の美しい自然とごみ」 

久保山 三香代 氏「ラランガの国，セネガル ―アフリカの人たちに日本語を

教えてきました―」 

吉田 文一 氏  「海外の人の働く，海外で働く」 

遠藤 恭一 氏  「グローバル化する社会で『わかりあえないこととは』」 

平田 篤央 氏  「イスラム国とは何者か」 

 

タ「課題研究における調査分析方法 ～ＲＥＳＡＳを使って～」 

（ア）日 時 平成２９年１１月２１日（火）６・７限 

（イ）場 所  第二体育館 

（ウ）対 象 １学年 

（エ）目 標 統計資料の活用方法，統計資料から課題を見つける方法を身に付ける。 

（オ）講 師 富樫 泰良 氏（クラブワールドピースジャパン理事長） 

（カ）内 容 統計資料から地域課題を見つける方法，統計資料の着眼点等，統計資料

の具体的な活用方法について説明を受けながら，生徒はスマートフォンを

用いてＲＥＳＡＳを実際に使用し，必要な統計資料を見付け出す体験を行

った。 

 

チ「発表準備をしようけて」 

（ア）日 時 平成２９年１１月２８日（火）６・７限，１２月１２日（火）６限 

平成３０年１月９日（火）６限，１月１６日（火）６・７限 

（イ）場 所  教室 

（ウ）対 象 １学年普通科 

（エ）目 標 課題テーマの設定理由・仮説・具体的な研究方法等について検討すると

ともに，英語でポスターを作成し，英語で説明できるようにする。 

（オ）内 容 研究グループごとに研究内容の仮説や研究方法を検討する。 

    

ツ「課題研究～互いのプランを深め合うクラス発表会～に向けて リハーサル」 

（ア）日 時 平成３０年１月２３日（火）６・７限 

（イ）場 所  教室・コンピュータ室・ＬＬ教室等・地域交流施設  

（ウ）対 象 １学年普通科 

（エ）目 標 課題テーマの設定理由・仮説・具体的な研究方法等について，ポスター

を用いて，英語で説明できるようにする。 

（オ）内 容  

ａ 発表は，１班７分以内，準備は１分以内で行う。 

ｂ 発表場所は，次のとおり。 

ＡＢＣ組：地域交流施設（研修室前），ＤＥ組：コンピュータ室， 

ＦＧ組：ＬＬ教室，練習・作業場所は各教室とした。 

ｃ 発表時間 
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１班，２班     １４：１５～１４：４０（２５分） 

３班，４班     １４：４０～１５：０５（２５分） 

５班，６班，７班   １５：０５～１５：４０（３５分） 

Ｇ組のみ ５班，６班  １５：０５～１５：３０（２５分） 

７班，８班  １５：３０～１５：５５（２５分） 

ｄ 発表をしていない同じ組合せ班の班長が時間（７分）を計る。７分を過ぎた場

合はその時点で打ち切る。６分で手を挙げて，７分で終了を告げる。 

ｅ 発表を聞いている班員全員と担当教員はコメント用紙に必要事項を記入して発

表者に渡す。 

ｆ リハーサルをしていない班は，各教室で練習及び修正を行う。 

 

【リハーサルコメント用紙】 

 

リハーサルコメント  １年＿＿組＿＿班 氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

発表班 ＿＿＿班  タイトル＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

良い点 

 

 

改善すべき点（助けるつもりで具体的に） 

例）「先行研究事例があるのでは？それと違う部分はどこ？」「研究目的が分かりにくい」 

「○○といった提案にした方がよいのでは？」「○〇の部分の説明が不十分」  

 

 

質問（留学生からの当日の質問も想定して多めに書いてください。） 

 

 

 

テ 課題研究発表会「課題研究～互いのプランを深め合うクラス発表会～」 

（ア）日 時 平成３０年２月６日（火）５～７限  

（イ）場 所   教室，地域交流施設 

（ウ）対 象 １・２学年普通科 

（エ）目 標 課題研究の進捗状況を発表し，留学生との質疑応答及び評価を通して，研

究プランを深め，具体的にどのような提言・発信や行動をとることができる

のかを考える。また，プレゼンテーション力・英語力を高める。  

（オ）外部からの助言者及び評価者  

メロス言語学院学生（海外からの留学生２８名のうち１４名が１学年を担当） 

参加学生国籍 中国・マレーシア  インド・インドネシア・スリランカ  

台湾・アメリカ・カザフスタン・ジョージア・ベトナム・韓国  

（カ）内 容  

グループごとに課題研究の研究テーマ設定理由（取り上げるグローバルな課題の明
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示），先行研究・先行事例，仮説，研究方法等を英語でポスター（手書き）に表現し，

英語による発表を行った。メロス言語学院の学生（海外からの留学生）を招き，質疑

応答及び評価していただいた。  

 

【第１学年生徒 発表テーマ】  

Ａ  

組  

1 大豆を使った日本食を世界に広める  

2 偏見のかべを乗り越えよう！  

3 漬物を広めよう  

4 健康的な体をつくろう  

5 外来種を減らす ～特産品と外来種を使った料理の開発～  

6 佐倉におけるゴミ革命  

7 日本の餅を海外に広める  

Ｂ

組  

1 スマートフォンは人々の生活にどのような影響を与えるか  

2 求職者を農業で救う  

3 貧しい子供たちのための無料の施設を広めよう  

4 ナガエツルノゲイトウの研究  

5 日本の高齢化問題への対応  

6 ジャパニーズティー  

Ｃ

組  

1 Dream of 点字ブロック  

2 Universal Station～誰もが使いやすい駅へ～  

3 鹿島川の水質改善  

4 子どもの貧困～「子ども食堂」で貧困の子ども達の支えになろう～  

5 千葉県内の空き家を宿泊施設として活用しよう  

6 守れ！動物の命～殺処分される動物ゼロを目指して～  

Ｄ

組  

1 Biomimetic × Wind Power 

2 インバウンドにとってわかりやすい地震対策のリーフレットをつくろう  

3 ｅスポーツを広めよう ～ゲームに対する偏見をなくそう～  

4 日本と海外の違い  

5 日本の文化を世界に伝えよう  

6 VEGETARIANS FIRST 

Ｅ

組  

 

1 投票率を上げよう  

2 ＬＧＢＴの意味を知っていますか？  

3 乾燥食品で無駄をなくそう  

4 ＬＥＴ ‘Ｓ ＭＡＮＮＥＲ ＳＩＧＮ  

5 選挙の投票率を上げよう  

6 子供の偏食を治そう ～レシピづくりを通して～  

 

Ｆ

組  

1 外国人観光客の電車の乗り換えをスムーズにしよう  

2 殺処分される動物を減らすには  

3 先人たちの知恵から学びエコの時代をつくろう  

4 インバウンドを千葉へ！～ＳＮＳで千葉の魅力を発信しよう～  

5 地名を防災に役立てる  

6 Vegetable Revolution 
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7 今から始める選挙の準備～私たちの未来のために！～  

Ｇ

組  

1 視覚障がい者により良い誘導を  

2 身近な自然を守るには ～印旛沼の水質の改善～  

3 食品ロスを減らそう  

4 観光を通して地域経済を発展させよう  

5 若い世代に戦争を語り継ごう  

6 魚離れを食い止めろ！！！！  

7 賢くカラスと向き合おう  

8 ポイ捨てを減らそう  

 

【評価シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価シート   

［評価基準］ 

 ５：非常に優れている  ４：優れている ３：ふつう  

 ２：もう少し努力が必要 １：努力が必要 

評価した班：  組  班 テーマ 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ５・４・３・２・１ 

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ５・４・３・２・１  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ５・４・３・２・１  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ５・４・３・２・１  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ５・４・３・２・１  

研究内容についてアドバイスがあれば記入してください。  

発表を通じて気付いた点があれば記入してください。  

記入者氏名 
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【生徒の発表概要と留学生の評価（抜粋）】 

発
表
班
１
（
Ｂ
組
２
） 

【研究テーマ】  

貧しい子どもたちのための無料の施設を広めよう  

【発表要旨】 

日本は他の先進国に比べて子供の相対的貧困率（「所得中央値の半分以下の所得」しか

得ていない世帯の占める割合）が高い。貧困の原因のひとつとして，低い生活水準，限

られた教育機会，恵まれない職の三つが負の連鎖となっていることが考えられる。私た

ちはこの連鎖を断ち切り貧困を解決するために，無料塾と呼ばれる施設を中心に研究を

進めていくことにした。まず，無料塾の実績，利用者層，問題点を調査する。調査を経

て無料塾が効果的だと判断した場合，普及策の提案，普及させるための活動を行う。効

果的でないと判断した場合，問題点のさらなる調査や改善策の提案をする。  

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
Ａ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ３  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ３  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ５  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ４  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ４  

【研究内容についてアドバイス】  

私が聞きたい問題は（質疑応答のときに）全部聞けましたから，問題は他の学生のアド

バイスから集めてください。  

・田舎の子供はどう？ ・無料の可能性？  

【発表を通じて気付いた点など】  

（質疑応答のときに）きびしいコメントをしてほんとに申し訳ないです。このテーマが

自分の国で独立した後でずっと発生している問題だからです。感慨でした。  

評
価
（
評
価
者 
留
学
生
Ｂ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ５  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ５  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ５  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ５  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ５  

【研究内容についてアドバイス】  

研究内容としては，すべて大丈夫だと思うが，無料塾ということ，たくさんお金がかか

るので，経済的や財務的調査が必要と思います。実際に無料塾を作る可能性があるのか，

とてもいい研究だと思います。  
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発
表
班
２
（
Ｆ
組
２
） 

【研究テーマ】  

先人たちの知恵から学びエコの時代をつくろう  

【発表要旨】 

私たちは，江戸時代を中心とした昔の時代のエコ生活と，今問題とされているごみ問題

を関連付けて考えることにした。日本の産業廃棄物発生量や焼却量が世界の中でも上位

にあることを知り，もともと調査を始めていた先祖の知恵を使って解決していくことは

できないだろうかと思ったからだ。「直す，集める，売る」というリサイクルに大切な

考えが江戸時代に特に根強くあった。そのような人たちが今まで得た知恵を利用し，今

の時代にも合う身近な活動をしていこうと考えている。活動とともにそれらを知っても

らえるように講演などを行っていきたい。  

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
Ｃ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ５  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ４  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ４  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ３  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ４  

【研究内容についてアドバイス】  

Spread awareness to start recycling. 

Teach the younger generation, so that they can start practicing the habit since 

young. 

【発表を通じて気付いた点など】  

Eye contact. Hand gestures. Don’t to speak everything at one go. 

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
Ｄ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ４  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ４  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ３  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ４  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ５  

【研究内容についてアドバイス】  

先人たちの知恵の例をもっと挙げた方がいい。  

【発表を通じて気付いた点など】  

発表の時は，もっと簡単に理解できる英語で発表する方がいいです。  

 

（キ）成果と課題 

昨年度と比較して，研究テーマが具体的になっており，研究の方向性が定まってい

るグループが多い。今年度の「ＧＬ探究」において，実践的な指導をするとともに生

徒が主体的に活動できるよう，プリント教材を作成したことが挙げられる。また，昨

年度末に教員組織を改善し，ＳＧＨ推進委員会とＳＧＨ実務担当，学年職員等の連携

が円滑に機能したことで，ＳＧＨに係る教育活動の趣旨が生徒に浸透したことが挙げ

られる。また，上級生の研究テーマを引き継ぎ，より研究を深めていくことを認めた

ことにより，「動物殺処分」（Ｃ組６，Ｆ組３）「選挙の投票率」（Ｅ組１・５，Ｆ組６）

「食品ロスを減らす」（Ｅ組３，Ｇ組３）「戦争を語り継ぐ」（Ｇ組５）の４テーマが引

き継がれた。 

課題研究の発表については，留学生が評価をすることにより効果が見られた。例え

ば「子供の貧困」について取り上げたグループに対し自国の切実な課題であることを
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聞き，生徒は，改めて解決すべきグローバルな課題であると認識し，日本からモデル

プランを発信したいと考えるようになった（発表班１）。また，課題の解決方法につい

ては，「Teach the younger generation」など，発表に欠けていたことを指摘し，生徒

にとって新しい視点が生まれた。発表の在り方については，「You all did a great job!」

という評価になるグループもあれば，「Eye contact. Hand gestures. Don’t to speak 

everything at one go。」（発表班２ 留学生Ｃ）「簡単に理解できる英語で発表する方

がいい」（発表班２ 留学生Ｄ），「声が小さい。全文を暗記することはよくない。自分

の言葉で発表した方がいい。」などの指摘もあった。英語についても厳しい評価があり，

引き続き英語力の強化，プレゼンテーション力の向上，生徒に自信をもたせて発表さ

せる指導を行うことが必要である。 

 

ト ＳＳＨ・ＳＧＨ合同課題研究発表会 
（ア）日 時 平成３０年３月１９日（月）９：００～１４：１５ 

（イ）場 所 体育館・第二体育館・教室等  

（ウ）対 象 本校第１・２学年生徒  

（エ）目 標 第２学年生徒の発表を見ることで，プレゼンテーションの手法等について
考える契機とするとともに，課題についての新たな視点を獲得し，自己の研
究について見直す機会とする。  

（オ）内 容 第２学年生徒の選抜チームの口頭発表を見て質疑応答を行う。  

      ※詳細は「第２学年実施内容」に記載。  

 

（３）成果と課題 

ア 課題研究に係るルーブリック 

 
評価項目  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

１  テーマの立て方（研究

目的・調査項目の設

定）  

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【関心・意欲・探究心】 

独創的で，明確なテ

ーマが設定されて

いて，研究目的や調

査項目が分かりや

すく整理されて示

されている。  

明確で，実現可能

なテーマが設定さ

れていて，研究目

的や調査項目が示

されている。  

実 現 可 能 な テ

ー マ が 設 定 さ

れており，研究

目 的 や 調 査 項

目 が 示 さ れ て

いる。  

テ ー マ が は っ

きりしない。  

研 究 目 的 や 調

査 項 目 が 示 さ

れていない。  

２  先行研究・先行事例等

の資料の活用  

 

 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【関心・意欲・探究心】 

信頼できる複数の

情報源から情報を

集め，先行研究・先

行事例等の資料を

テーマに関連付け

効果的に活用して

いる。  

信頼できる複数の

情報源から情報を

集め，先行研究・

先行事例等の資料

をテーマに関連付

けている。  

複 数 の 情 報 源

か ら 情 報 を 集

め，先行研究・

先 行 事 例 等 の

資 料 を 示 し て

いる。  

こ れ ま で の 先

行研究・先行事

例 に つ い て 示

されていない。 

３  研究方法（調査方法）

と分析の視点  

 

 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【関心・意欲・探究心】 

複数の研究方法や

分析の視点から，テ

ーマ・研究目的にふ

さわしいいくつか

の研究方法（調査方

法）を用い，明確な

分析の視点を示し

ている。  

複数の研究方法や

分析の視点から，

テーマ・研究目的

にふさわしい研究

方法（調査方法）

を用い，分析の視

点を示している。  

テーマ・研究目

的 に 沿 っ た 研

究方法（調査方

法）を用い，分

析 の 視 点 を 示

している。  

研 究 方 法 と 分

析 の 視 点 が 示

されていない。 
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４  日本の歴史・伝統・文

化の理解  

 

 

 

【日本の歴史・伝統・

文化の理解の深化】  

課題研究に関係す

る日本の歴史・伝

統・文化について具

体的に説明するこ

とができている。  

課題研究に関係す

る日本の歴史・伝

統・文化について

概要を説明するこ

とができている。  

課 題 研 究 に 関

係 す る 日 本 の

歴史・伝統・文

化 に つ い て 部

分 的 に 説 明 す

る こ と が で き

ている。  

課 題 研 究 に 関

係 す る 日 本 の

歴史・伝統・文

化 に つ い て 部

分 的 で も 説 明

す る こ と が で

きない。  

５  役割分担と協力  

 

 

 

 

【コミュニケーショ

ン能力】  

自分の役割を積極

的に果たしながら，

他のメンバーの手

助けを行い，グルー

プ研究で行う優れ

た研究をリードし

ている。  

自分の役割を十分

果たすとともに，

建設的な意見を出

すなど，グループ

研究に貢献してい

る。  

自 分 の 役 割 は

お お む ね 果 た

しているが，他

の メ ン バ ー へ

の 寄 与 は さ ほ

ど大きくない。 

自 分 の 役 割 は

自 覚 し て い る

ものの，それを

十 分 果 た せ て

いない。  

６  課題研究発表  

 

 

 

 

【英語力】  

英語で研究テーマ，

目的，調査方法を的

確に説明できる。質

問に英語で的確に

答えることができ

る。  

英 語 で 研 究 テ ー

マ，目的，調査方

法を説明できる。

質問に英語で答え

ることができる。  

英 語 で 研 究 テ

ーマ，目的を説

明できる。  

英 語 で 研 究 テ

ーマ，目的を説

明できない。  

 

イ ルーブリックに基づく自己評価 

 評価項目  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

1 テーマの立て方（研究目的・調査項目の設定） ８％ ４５％ ４４％ ４％ 

2 先行研究・先行事例等の資料の活用  １４％ ４０％ ４０％ ６％ 

3 研究方法（調査方法）と分析の視点  ５％ ５１％ ４２％ ２％ 

4 日本の歴史・伝統・文化の理解  ８％ ３８％ ４６％ ７％ 

5 役割分担と協力  １4％ ４９％ ３１％ ７％ 

6 課題研究発表  ７％ ３８％ ４８％ ７％ 

7 全体計画  ３％ ５０％ ４４％ ３％ 

 

ウ 成果と課題 

    課題研究については，「ＧＬ探究」（総合的な学習の時間）において実施し，概ね予定

どおり実施できた。昨年度からの主な改善点として，４月からガイダンスを行い，夏季

休業中前に課題研究の進め方について指導を行った。さらに，課題の見つけ方，テーマ

の絞り方については，ビジネス課題を例に挙げ，日本政策金融公庫の方による講演を実

施した。そのため，生徒は円滑に研究テーマを見つけることに取り組めた。１年次の到

達目標に対してどのような成果があったのか，ルーブリック評価による自己評価で検証

することにした。到達目標②「研究したいグローバル社会における課題を見つける」に

ついては，自己評価の「１ テーマの立て方（研究目的・調査項目の設定）」の項目が

該当するが，５３％の生徒がＡ又はＢ評価であり，達成していると捉えている。到達目

標④「課題研究の進め方を理解する」については，「２ 先行研究・先行事例等の資料
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の活用」ができていると５４％の生徒が捉えており，「３ 研究方法（調査方法）と分

析の視点」を得たと５６％の生徒が捉えている。これらの結果に課題研究の発表等の内

容を加味すると，到達目標②④については，本年度の計画で概ね十分な成果が得られた

と判断できる。 

到達目標①「全員が海外に自信をもって発信できる，日本の歴史，伝統，文化を語れ

るようにする。通史的なことではなく，自分が語れること」については，「４ 日本の

歴史・伝統・文化の理解」の評価に反映されるが，Ａ又はＢ評価は４６％であった。評

価基準において「研究テーマに関係する」という条件を付したため，研究の進捗状況に

左右されていると考えられる。到達目標③「英語のプレゼンができるようにする（プレ

ゼンの手法も含めて）」については，「６ 課題研究発表」に該当するが，Ａ又はＢ評価

は４５％である。達成認識が高まらないのは，Ｂ以上に含まれる「質問に英語で答える

ことができる」という点について，自信がないからである。次年度以降，教科と一層連

携を深めて英語力の強化（特に話す・聞く領域）を進める必要がある。また，このルー

ブリックの評価が適切か，本校生徒の自己評価を低く捉える傾向に対してどのような手

立てが必要か等について検討する必要がある。 

 

６ 第２学年 課題研究 －ＧＬ探究－ 

（１）第２学年計画 

ア １年次に編成した研究グループで研究を継続する。実施方法は次のとおり。 

（ア）１年次のホームルームでクラスを構成し探究活動を行う。例えば旧１年Ａ組生徒は，

２年Ａ組教室に集まり探究活動を行う。 

（イ）担当教員は，クラスごとに２名配置し，概ね４グループを担当する。 

（ウ）クラスにおける担当教員とは別に，研究テーマごとに担当教員を配置し，指導・助

言を行う。 

（エ）グループの班長を決め，班長会議を開き，研究の進捗状況の報告や事務連絡等を行

いホームルーム単位で指導のできない部分を補う。 

イ 研究計画を作成する。 

ウ 量的調査，質的調査等を行い分析しつつ仮説を検証する。 

エ 検証結果をレポートにまとめる。 

オ 研究報告書（案）を作成する。 

カ プレゼンテーションソフトを用いて口頭発表を行う。 

   

（２）第２学年実施内容 

ア「課題研究の見通しをたてよう」 

（ア）日 時 平成３０年４月１０日（月）７限 

（イ）場 所  体育館 

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 課題研究の進め方と１年間の見通しを立てることで，研究計画を主体的に

作成し，円滑な活動ができるようにする。 

（オ）内 容 年間の流れを示し，課題研究の留意点と今後の見通しについて説明した。 

 

イ 講演「高校生に伝えたいこと」 

（ア）日 時 平成３０年４月１８日（火）６・７限 
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（イ）場 所  体育館 

（ウ）対 象 ２学年 

（エ）目 標 学問の世界で活躍している方の在り方・生き方を聞き，グローバル社会に

おける在り方・生き方について考えを深める。 

（オ）講 師 国立大学法人 千葉大学 徳久 剛史 学長 

（カ）内 容 自らの経験を基に，高等学校の学習と学問との関係，社会と学問との関係

についてお話いただいた。 

 

 

ウ「海外研修の報告を聞こう」   

（ア）日 時 平成２９年４月２５日（火）６限 

（イ）場 所 本校体育館 

（ウ）対 象 １・２学年普通科 

（エ）目 標 平成２８年度末にイギリスで研修した生徒の成果及び質的調査の報告等を

聞くことにより，課題研究の一助とする。 

（オ）内 容 イギリス研修に参加した生徒が，イギリスの高校生，ケンブリッジ大学の

学生，オックスフォード大学の学生に向けて行った課題研究のプレゼンテー

ションをに披露するとともに，フィールドワークや研修の内容について報告

した。 

 

エ「課題研究を進めよう」   

（ア）日 時 平成２９年５月１日（火）６限 

（イ）場 所 教室 

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 研究テーマ等を見直すことで，課題についての考えを深める。 

（オ）内 容 グループごとに研究テーマの見直し，先行事例・先行研究の確認，仮説の

妥当性について検討・協議した。 

 

オ「研究計画を作成しよう」  

（ア）日 時 平成２９年５月２６日（火）４限，６月１３日（火）６限 

（イ）場 所 教室（一部地域交流施設研修室） 

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 研究計画を作成することで課題研究を主体的に進められるようにする。 

（オ）内 容 グループごとに研究の方法の確認，具体的な研究計画の作成を行った。５

月２６日については，ビジネス課題を取り上げたグループは，日本金融政策

金庫寺田博史氏から講義を受け，ビジネス課題の研究方法について確認した。 
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カ「フィールドワーク等について」 

（ア） 日 時 平成２９年７月２０日（木）２限 

（イ） 場 所 体育館 

（ウ） 対 象 ２学年普通科 

（エ） 目 標 調査・分析を主体的に的確に実施できるようにする。 

（オ） 内 容 ＳＧＨ主任が講義形式で次のことを確認した。 

①夏季休業中に行うことについて 

②フィールドワーク，質的調査，量的調査等の方法，手順等について 

③調査等を行うときの留意点について（学校の課題研究で調べていること，

研究テーマが○○であること，実施するアンケートやインタビュー（生

の声）を分析し〇〇の解決・提言等につなげたいこと，お願いしたいこ

と，助言・指導していただきたいことなどを丁寧に明確に伝えること等。） 

 

キ「フィールドワーク等の資料整理をしよう」 

（ア）日 時 平成２９年９月５日（火）６・７限 

（イ）場 所 教室（一部多目的室） 

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 個々の調査結果を持ち寄ることで課題について多角的な見方ができるとと

もに，情報を共有し分析することで，課題解決の方法を見付け出す。 

（オ）内 容 夏季休業中に行ったフィールドワーク，質的調査，量的調査等の結果を持

ち寄り，グループ内で情報を共有するとともに，仮説に対してどのようなこと

が言えるのか，分析を行った。その後，報告書作成に向けて話し合った。 

      ビジネス課題について取り組んでいるグループについては，日本金融政策金

庫 寺田博史氏・正能幹雄氏による相談会を開き，調査結果等の分析方法や課

題解決方法について指導・助言を受けた。 

 

ク「課題研究報告書を作成しよう」 

（ア）日 時 平成２９年９月２６日（火）６・７限，１０月１０日（火）７限， 

１０月３０日（月）７限 

（イ）場 所 教室・コンピュータ室・ＬＬ教室等 

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 課題研究の内容をまとめる。 

（オ）内 容 報告の進め方やデータの表現等を検討するとともに，考察について話し合

うなど報告書作成に向けてグループごとに協議した。その後，コンピュータ

を利用して報告書作成作業に取り組んだ。 

       ９月２６日については，ビジネス課題について取り組んでいるグループに

ついては，日本金融政策金庫 寺田博史氏・正能幹雄氏による相談会を開き，

研究をまとめる上での指導・助言を受けた。 

 

ケ「海外研修の報告を聞こう２」  

（ア）日 時 平成２９年１０月１０日（火）６限  

（イ）場 所 本校体育館  

（ウ）対 象 １・２学年  

（エ）目 標 ６限…オーストラリア及びシンガポールで研修した生徒の成果を見聞する
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ことにより，質的調査の報告等を聞くことにより，課題研究の一助とす

る。 

       ７限…課題研究の内容をまとめる。       

（オ）内 容 ６限…オーストラリア研修及びシンガポール研修に参加した生徒が，現地

の高校生に向けて行った課題研究のプレゼンテーションやディスカッシ

ョン，フィールドワーク等について報告した。  

７限…グループごとに報告書作成作業に取り組んだ。  

 

コ「課題研究発表準備をしよう」  

（ア）日 時 平成２９年１１月７日（火）６限，１１月２８日（火）６・７限， 

        １１月１２日（火）７限，平成３０年１月９日（火）６限  

（イ）場 所 教室・コンピュータ室・ＬＬ教室等  

（ウ）対 象 １・２学年  

（エ）目 標 課題研究の発表に向けて準備を行う。       

（オ） 内 容 グループごとに報告書作成作業に取り組むとともに，２月６日の発表方

法等を検討し，発表概要を作成する。  

 

サ「課題研究～互いのプランを深め合うクラス発表会～に向けて リハーサル」 

（ア）日 時 平成３０年１月１６日（火）６・７限 

（イ）場 所  教室・コンピュータ室・ＬＬ教室等・地域交流施設  

（ウ）対 象 ２学年普通科 

（エ）目 標 課題研究についてプレゼンテーションソフト又はポスターを用いて説明

できるようにする。言語は英語又は日本語とするが、日本語の場合は、研究

概要を英語で発表できるようにする。 

（オ）内 容  

ａ 事前準備 

① プレゼンテーションソフトのデータをＵＳＢメモリに保存し当日持参する。 

② 発表には，必ず次の要素を含むこと。 

１テーマ topic，２目的 purpose，３調査 research（方法 method，結果 results

を含む，）４分析 analysis(discussion)，５結論・提案 conclusion, suggestions  

     ③ 教室には，リハーサル開始までにコンピュータ，プロジェクター，スクリーン

を設置する。  

    ｂ 実施方法 

     ① 発表は，１班１０分以内，準備は１分以内で行う。 

② 発表場所は，教室とする。 

③ 控室は，多目的室１・２・３，書道室，美術室，ＬＬ教室，コンピュータ室と

し，練習及び修正等を行う。 

④ 発表時間 

１班，２班     １４：１５～１４：４５ 

３班，４班     １４：４５～１５：１５ 

５班，６班，７班   １５：１５～１６：００ 

Ｆ・Ｇ組のみ ５班，６班  １５：１５～１５：４０ 
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７班，８班  １５：４０～１６：０５ 

⑤ 発表をしていない同じ組合せ班の班長が時間（１０分）を計る。１０分を過ぎ

た場合はその時点で打ち切る。９分で手を挙げて，１０分で終了を告げる。 

⑥ 発表を聞いている班員全員と担当教員はコメント用紙（様式は第１学年のコメ

ント用紙と同じ。）に必要事項を記入して発表者に渡す。 

 

シ 課題研究発表会「課題研究～互いのプランを深め合うクラス発表会～」 

（ア）日 時 平成３０年２月６日（火）５～７限  

（イ）場 所   教室，地域交流施設  

（ウ）対 象 １・２学年普通科  

（エ）目 標 グループごとにＳＧＨ課題研究の進捗状況について発表し，留学生との質

疑応答を通して，研究プランを深め，具体的にどのような提言・発信や行動

をとることができるのかを考える。  

（オ）外部からの助言者及び評価者  

メロス言語学院学生（海外からの留学生２８名のうち１４名が２学年を担当）  

参加学生国籍 中国・マレーシア  インド・インドネシア・スリランカ  

台湾・アメリカ・カザフスタン・ジョージア・ベトナム・韓国  

（カ）内 容  

グループごとに課題研究の成果についてプレゼンテーションソフトやポスターを使

用し，取り上げた課題に対して調査等を根拠にした解決方法を示すとともに提言を行

う。発表言語は，英語又は日本語で行う。日本語で説明するグループは最初に研究概

要を英語で説明する。メロス言語学院の学生（海外からの留学生）を招き，質疑応答

及び評価していただいた。  

    

【第２学年生徒 発表テーマ】 

1 ハラルラーメンを広めよう  

2 日本とイスラム ～共通文化でよりよい関係へ～  

3 日本人の英語でのコミュニケーション能力を上げるには  

4 日本の選挙をより良くする為には，どうすればいいだろうか。  

5 どの国でも見られるアニメを作る｡ 

6 地球温暖化の影響と対策 ―京都議定書・パリ協定を達成するために―  

7 すべての人が楽しめる東京オリンピックにするためには。  

8 現代で必要なおもてなし ～Break the language wall～  

9 伝統工芸を広めよう ～アイデンティティを失わないために～  

10 日本の米を海外に広めるにはどうしたらよいか。  

11 観光を利用した地域経済活性化を図ろう！  

12 原子力発電との向き合い方  

13 日本を，移民・難民の来やすい国にしよう。  

14 日本のアソビを外国に売り込む｡ 
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15 印旛沼の水質調査と提言  

16 Let's Food Rescue! 

17 レジ袋使用削減による環境への効果  

18 日本製品で不便を解決  

19 日本人と水文化  

20 佐倉の観光地を広めよう！  

21 地球温暖化の改善への道  

22 Tokyo 2020 in Chiba 

23 どのようにして佐倉の「ミソ」を世界へ売り込むか。  

24 日中間での交流を深める ～餃子を通して～  

25 CO₂削減による環境改善  

26 あなたの食事，それで大丈夫ですか？  

27 食料ロスの削減 ～ドギーバッグ復活計画～  

28 誰でもわかるピクトグラムの提案  

29 国内にいる難民や外国人に対して私たちが支援できることは何か。  

30 外国人旅行者に，日本のルールやマナーを理解してもらうにはどうすればよいか。  

31 信頼関係を築くための異文化理解  

32 食料自給率，過疎化問題いっきに解決～農産物を電車で販売しよう！～  

33 手ぬぐい ～訪日外国人が快適に過ごすために私たちは何を手伝えるだろうか～  

34 よりよい観光業を作るために ～鎌倉・江ノ島にて～  

35 治水について  

36 日本の祭り（囃子）について世界に発信する。  

37 “TSUKEMONO”～食品ロスを無くそう～  

38 ユニバーサルデザインを広めるには，どうするべきか。  

39 水の生成  

40 在日外国人中学生を助ける活動と通して  

41 地域資源の有効活用 ～菜の花プロジェクト～  

42 エネルギー消費削減 ～緑のカーテンをつくろう～  

43 妖怪から学ぶ ～日本と海外の国との考え方の違いを見つける及び妖怪の定義～  

44 「海外支援に対する日本人の理解」  

45 戦争について語り継いでいくためにはどうすればよいか？  ～自分たちも含めた語り部の

育成～  

46 見た目問題 －病気やけがで見た目（外見）に症状を持つ人々が暮らしやすい社会にするた

めに－  
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47 救え！殺処分される動物たち ～日本・ヨーロッパの文化の違いから検証する～  

48 マンガ擬態でみる日本と世界の比較  

50 受け入れるだけでいいですか？～難民とともに生きる～  

51 女性の社会進出を拡大するために ～子育て支援を通じて～  

 

【生徒の発表概要と留学生の評価（抜粋）】 

発
表
班
１
（
研
究
テ
ー
マ
27
） 

【研究テーマ】  

食料ロスの削減 ～ドギーバッグ復活計画～  

（Reducing Food Loss through the Promotion of Doggy Bags） 

【発表要旨】 

Recently, a lot of food has been thrown away in Japan. In Europe and America, many 

people use doggy bags, which are containers to take leftovers home, to reduce food 

loss. Japanese people, however, are embarrassed at using them. We propose a 

business plan to make and sell more attractive doggy bags. We made trial products 

and asked 57 people and 2 restaurants in interviews. Our doggy bags are foldable 

and washable. We made them look modern so that young people would like to use 

them. The users scan the QR code printed on the doggy bags and can get incentives. 

We will sell them at restaurants and hotel parties and so on.  

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
ａ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ４  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ４  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ５  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ４  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ３  

【研究内容についてアドバイス】  

ちょっと資料不足  

【発表を通じて気付いた点など】  

People Psychologically think the food will be un-healthy or un-clean. 

Japanese people don ’t like to take leftovers home because they think is un-healthy 

or un-clean. How to change the stereotype towards leftovers.   

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
ｂ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ４  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ４  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ４  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ４  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ４  

【研究内容についてアドバイス】  

とてもよかったと思う。いいアイディアです。でもドギーバッグのデメリットについて

解決方法を示したほうがいいと思う。  
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発
表
班
２
（
研
究
テ
ー
マ
45
） 

【研究テーマ】  

戦争について語り継いでいくためにはどうすればよいか？ ～自分たちも含めた語り

部の育成～（What Should We Do to Hand Down War Experiences？）  

【発表要旨】 

The purpose is teaching young people about the history of war. We seriously thought 

about「What do we need to stop wars and realize the peaceful world?」As a result, we 

thought that it was important for us to continue handing down war experiences to 

people who are younger than us. This is because we young generation don’t know 

the fact of war. So we explained how people experienced war and showed the next 

generation. First we found how Hiroshima Jogakuinn High School discussed topics 

like this. For an activity they think about the peace through education. They try to 

train people who can share peace with the world.  We think that there are better 

ways to discuss misery and war experiences. There are less opportunities to learn 

about these events and we would like more people to be able to learn about them. 

We taught an Elementary School class on World War Ⅱ  and then gave the students 

questionnaires. We asked them, “What had the strongest impact on you?” We had 

prepared some questions, pictures, movies, personal experiences, some quizzes 

about meals during the war, and the letters written by who had experienced wars. 

We believe that our research is one of the step to stop wars. Now we want to 

continue to convey the war histories and misery of them to next generations.  

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
ｃ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ５  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ３  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ４  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ４  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ３  

【研究内容についてアドバイス】  

Missing some important explanation. 

【発表を通じて気付いた点など】  

Pronunciation and grammar is good  but can be improved. 

評
価
（
評
価
者 

留
学
生
ｄ
） 

１ 与えられた時間内におさまっていましたか  ５  

２ 大事なポイントを強調して話せていましたか  ５  

３ 聞き手に語りかけるように話せていましたか  ５  

４ プレゼンテーションの目的ははっきり示せていましたか  ５  

５ 質問にしっかりと答えられていましたか  ４  

【研究内容についてアドバイス】  

Very good. 

【発表を通じて気付いた点など】  

It’s fun. It’s loud.  

Your Slides are very easy to read. 
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【留学生からの指摘（抜粋）】 

１ プレゼンテーションについて 

①非常に良いプレゼンテーションでした。ですが，自信なさそうな感じがとてももったい

ない。ポスターやパワーポイントにはすべての要点を書かないほうが良いと思います。  

②プレゼンテーションの内容をもう少し想像できる，興味を引くタイトルにするとよいと

思います。 

③原稿を見ないで自分の言葉で発表できるように練習するともっと良い発表になると思い

ます。 

④少し気になったのは前を見ないで紙ばかり見ているところです。もっと自信を持って前

を見ながらゆっくり発表してください。英語の発音，顔の表情，声の大きさ，まとめ方

などもう少し重視されるべきだと思いました。そのほかは完璧です。  

⑤コミュニケーションは双方に人がいて成り立つものです。考えながら実際に口を動かし

た方がコミュニケーションが円滑に進みます。  

２ 英語について 

①私たちのアドバイスを聞き取れないように感じました。英語の発音ももう少し直したほ

うが良いと思います。  

②英語に関しては，まだ不足している部分がありますが，精一杯の努力を感じました。  

③高校生の英語発表を初めて聞きましたが，発音が少し聞き取りにくいところがありまし

た。 

④英語力はまだ不足している部分もあると思います。  

 

（キ）成果と課題 

発表の様子を見ると，教科・科目において発表やプレゼンテーションの機会を設け

ている授業が多くなり，生徒も円滑に発表を行っていた。プレゼンテーションソフト

を用いたスライドやポスターは，リハーサルでの指摘から改善がなされ，見やすいも

のが多くなった。評価にあたった留学生の感想に「課題をしっかりとリサーチしたと

わかりました」「より良い社会，国，世界になるために高校生として自分たちができる

ことを考えている皆さんが素晴らしい」等のコメントがあり，課題研究の内容につい

ては概ね伝えることができたと捉えている。 

しかし，評価にあたった留学生からは，「自信なさそうな感じ」「原稿を見ないで自

分の言葉で発表できるように」「コミュニケーションは双方に人がいて成り立つ」等の

指摘があった（【留学生からの指摘（抜粋）】）。グループの研究の充実度等によって発

表の質に差が見られた。【発表概要と評価】に取り上げた班は，比較的質の高い研究を

行っているが，発表班２に対する留学生ｃの「大事なポイントを強調していましたか」

の「３」の評価は，発表方法に課題があることを示している。プレゼンテーション力

の向上に向けた取り組みが必要である。  

英語力については，４人の留学生から【留学生からの指摘（抜粋）】①～④の指摘を

受けた。【発表概要と評価】の発表班１に対する留学生ａの「質問にしっかりと答えら

れていましたか」の評価は「３」であり，発表班２に対する留学生ｃの評価も同様で

ある。当該班は，日本語での質疑応答であれば「しっかりと答えられて」いたはずで

ある。このことから，傾向として英語での応答力に課題があると言える。話す力（指

摘のあった発音も含めて）はもちろんのこと，「私たちのアドバイスを聞き取れない」

（【留学生からの指摘（抜粋）】①）という指摘があるように，聞く力にも課題がある

生徒がいることがわかる。話す・聞く力の向上の指導に一層工夫が必要である。  
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ス ＳＳＨ・ＳＧＨ合同課題研究発表会 

（ア）日 時 平成３０年３月１９日（月）９：００～１４：１５ 

（イ）場 所 体育館・第二体育館・教室等 

（ウ）対 象 本校第１・２学年生徒  

（エ）内 容 ＳＧＨの選抜チームが発表を行う。  

ａ ９：００～９：４０ 校長挨拶 

ＳＧＨ口頭発表（７分＋質疑５分 発表言語 英語） 

  

Reducing Food Loss through the Promotion of Doggy Bags                               

普通科 2 年 渡邊俊希，三上翔太郎，平岡峻志，安藤華，小林友理香，松尾茉美， 

鈴木日捺子，田中舞衣                        

近年，日本では大量の食品ロスが社会問題となっている。そこで，海外で普及している「ド

ギーバッグ」を日本に浸透させ，食品ロスを削減するビジネスプランを作成しようと考え

た。プラン作成と試作品作成を行い，飲食店にヒアリング調査，一般の方にアンケート調

査を実施した。私たちの考案したドギーバッグは，手洗い可能で何度も折りたためるので

手軽に持ち運べる。デザイン性を重視し若い世代に好まれるようにした。さらに，購入者

は商品に印刷された QR コードを読み取って店の情報を確認し，お得なサービスを受ける

ことができる。 

What Should We Do to Hand Down War Experiences？                              

普通科 2 年 中園侑奈，滝田紗恵，木村仁美，保谷恵都                   

戦争が，国家や宗教間の対立を解決する手段として選ばれている。たとえ戦争という解決

方法が，もっとも迅速かつ効率的に解決できる方法だとしても，その裏側には兵士をはじ

め，女性や子供など多くの命が無意味に失われる。そんな戦争が消えるように高校生とし

てできることを考えた。それは戦争の悲惨さを伝え続けること。あくまでこれは第一歩で

あるが，近くの小学校で戦争を伝え続けるプレゼンをした。このプレゼン方法についての

アンケート等をとり分析し，このプレゼンが効果的であることを証明した。  

 

ｂ ９：５０～１０：３０ ＳＳＨ口頭発表（７分＋質疑５分 発表言語 日本語） 

ｃ １０：５０～１１：４０ ポスター発表，口頭発表  

第二体育館 発表言語：英語  

「Japanese Ramen for Muslims! 」  

「Save The Abandoned Animals from Animals Unfortunate Death」                                

理科館１階化学講義室 発表言語：英語 

「伝統工芸を広めよう ～アイデンティを失わないために～」                               

「日本を，移民・難民の来やすい国にしよう」                                

理科館２階生物講義室 発表言語：英語 

「日本の選挙をより良くするためには，どうすればいいだろうか」 

「地球温暖化の改善への道」 

本館 多目的室１ 発表言語：日本語  

「サープラス―プで地域活性化」 

「餃子で築く日中の友好関係」 

本館 多目的室２ 発表言語：日本語  

「よりよい観光を外国人に～鎌倉での実践～」 
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「SGH 水の精製～濾過～」   

地域交流施設  発表言語：英語 

「人はミタメが 100％？―すべての人が暮らしやすい社会にするためにー」                                

「Learn From Youkai」  

ｄ １１：５０～１２：３０ ＳＧＨ研究開発に係る発表（地域交流施設） 

    ２年間の研究成果等について参加者に還元する。 

ｅ １３：１０～１４：１０ ＳＧＨエキシビション（地域交流施設） 

    １年生による口頭発表 

    「ナガノツルノゲイトウ駆除大作戦～世代間協力で印旛沼の生態系を守ろう～」 

    「２年生の研究「戦争を語り継ぐ」を引き継ぐ」 

    「２０２０年に向けた私たちのできるおもてなし～インバウンドにもわかる地震

対処法～」  

ｆ １４：１５～１５：１５ ＳＧＨ運営指導協議会（応接室）  

 

（３）成果と課題 

ア 課題研究に係るルーブリック 

 評価項目  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

１  テーマの立て方（研究

目的・調査項目の設

定）  

 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【関心・意欲・探究心】 

明確で実現可能な

独創的テーマが設

定されていて，研究

目的や調査項目が

分かりやすく整理

されて示されてい

る。  

明確で，実現可能

なテーマが設定さ

れていて，研究目

的や調査項目が示

されている。  

実現可能なテー

マが設定されて

おり，研究目的

や調査項目が示

されている。  

テーマがはっき

りしない。  

研究目的や調査

項目が示されて

いない。  

２  先行研究・先行事例等

の資料の活用  

 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【異文化理解・未来志

向力】  

信頼できる複数の

情報源から情報を

集め，先行研究・先

行事例等の資料を

テーマに関連付け

効果的に活用して

いる。  

信頼できる複数の

情報源から情報を

集め，先行研究・

先行事例等の資料

をテーマに関連付

けている。  

複数の情報源か

ら情報を集め，

先行研究・先行

事例等の資料を

示している。  

これまでの先行

研究・先行事例

について示され

ていない。  

３  研究方法（調査方法） 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【異文化理解・未来志

向力】  

テーマ・研究目的に

ふさわしい独自の

研究方法（調査方

法）を用いている。 

テーマ・研究目的

に沿った研究方法

（調査方法）を複

数用いている。  

テーマ・研究目

的に沿った研究

方法（調査方法）

を用いている。  

テーマ・研究目

的に沿った研究

方法（調査方法）

を 用 い て い な

い。  

４  分析  

 

 

 

【思考・判断・表現・

情報活用能力】  

【コミュニケーショ

ン能力】  

調査した内容をグ

ループでまとめ，先

行研究・先行事例な

どと比較し，他者に

わかりやすいよう

に分析した結果を

グラフなどで示し

ている。  

調査した内容をグ

ループでまとめ，

先行研究・先行事

例 な ど と の 類 似

点・相違点など分

析している。  

調査した内容を

グループでまと

めている。  

調査した内容を

グループでまと

め ら れ て い な

い。  
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５  結論（提案・改善案） 

今後の展望  

 

 

 

 

【異文化・未来志向

力】  

【課題解決力】  

【創造的提案】  

他国・地域と比較検

討できるグローバ

ルな要素のある社

会課題となってい

る。また，調査から

明らかになったこ

とについて整理し，

得た知見を効果的

に用いて，より具体

的な提案ができて

いる。  

他国・地域と比較

検討できるグロー

バルな要素のある

社会課題となって

いる。また，調査

から明らかになっ

たことについて整

理し，得た知見を

用いて論理的に説

明できている。  

調査から明らか

になったことに

ついて記述（発

表）し，得た情

報をある程度用

いて説明できて

いる。  

調査から得られ

た 情 報 の 記 述

（発表）もでき

ておらず，これ

までに学んだ考

え方や研究内容

も用いられてい

ない。  

６  日本の歴史伝統文化

の理解の深化  

 

 

 

【日本の歴史・伝統・

文化の理解の深化】  

調査を通して日本

の歴史・伝統・文化

のグローバル社会

における価値を捉

え，テーマと関連付

けてより具体的に

説明できる。  

調査を通して日本

の歴史・伝統・文

化のグローバル社

会における価値を

捉え，論理的に説

明できる。  

調査を通して日

本 の 歴 史 ・ 伝

統・文化の価値

を捉え，説明で

きる。  

調査を通して日

本 の 歴 史 ・ 伝

統・文化の価値

について触れて

いない。  

７  役割分担と協力  

 

 

 

 

【コミュニケーショ

ン能力】  

自分の役割を積極

的に果たしながら，

他のメンバーの手

助けを行い，グルー

プ研究で行う優れ

た研究をリードし

ている。  

自分の役割を十分

果たすとともに，

建設的な意見を出

すなど，グループ

研究に貢献してい

る。  

自分の役割はお

おむね果たして

いるが，他のメ

ンバーへの寄与

はさほど大きく

ない。  

自分の役割は自

覚しているもの

の，それを十分

果 た せ て い な

い。  

８  課題研究発表とレポ

ート  

 

 

 

【英語力】  

英語で研究テーマ，

目的，調査方法，分

析，結論（提案・改

善案）を的確に説明

できる。質問に英語

で答えることがで

きる。  

英 語 で 研 究 テ ー

マ，目的，調査方

法，分析，結論（提

案・改善案）を的

確に説明できる。  

英語で研究テー

マ，要旨を説明

できる。  

英語で研究テー

マ，要旨を説明

できない。  

 

イ ルーブリックに基づく自己評価 

 評価項目  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

1 テーマの立て方 研究目的・調査項目

の設定  
１８％ ４３％ ３５％ ４％ 

2 先行研究・先行事例等の資料の活用  １３％ ４５％ ３４％ ８％ 

3 研究方法（調査方法）と分析の視点  １４％ ４７％ ３５％ ４％ 

4 分析  １２％ ４７％ ３５％ ５％ 

5 結論（提案・改善案）今後の展望  １３％ ４５％ ３６％ ６％ 

6 日本の歴史・伝統・文化の理解  １２％ ４４％ ３５％ １０％ 
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7 役割分担と協力  １８％ ３９％ ３３％ ９％ 

8 課題研究発表とレポート  １６％ ４２％ ３６％ ６％ 

9 全体計画  １１％ ４８％ ３７％ ４％ 

 

ウ 成果と課題 

  概ね予定どおり実施することができ，生徒は課題解決に向けた探究活動を主体的に進

めることができた。例えば，夏季休業中等に自ら研究課題に関係する NPO 法人や企業

等と交渉して調査や検証を行ったり，他校の職員と交渉し学年単位でのアンケートを実

施したりするなど，生徒が主体的に活動していた。課題研究発表では，生徒の主体的な

活動や調査・分析，思考，課題解決に向けた実践が伝えられた。例えば，グローバル化

によるアイデンティティの喪失を避けるために伝統・文化を小学生に伝える授業を行っ

たグループ，戦争を身近なところから抑止していくことをねらって小学校で授業を行う

グループ，グローバル化の波に飲み込まれない政治を行うために投票率を上げる工夫を

考えようと実際の選挙で選挙管理委員会と連携して投票所で調査を行うグループ，マレ

ーシアの高校生と交流した際に調査を行いムスリムの食べられるラーメンの開発を行っ

たグループ等，グローバルな課題の解決に向けた研究成果を発表することができていた。 

  ルーブリックによる自己評価を見ると，どの項目についても生徒の概ね６０％が評価

をＡ又はＢとしている。言い換えれば，６０％の生徒が本校ＳＧＨ研究開発に係る実践

により「身に付けさせたい力（ルーブリック評価票「評価項目」の欄の【 】の内）が

身に付いたと認識している。英語でのプレゼンテーションについては，メロス言語学院

の留学生の指摘にもあったように，見せ方・伝え方に不十分な生徒や英語力に自身のも

てない生徒がいることも事実である。「コミュニケーション英語」等での学習内容や「Ｇ

Ｌ探究」の活動内容を見直すことで改善したい。  

  また，自己評価において，１０％の生徒が「日本の歴史伝統文化の理解の深化」につ

いて評価Ｄ（調査を通して日本の歴史・伝統・文化の価値について触れていない）とし

ている。グローバルな課題を取り上げた際に，課題の背景や解決に向けて日本の歴史・

伝統・文化を十分関連付けることができなかったと認識している生徒がいるということ

である。テーマによっては関連付けることが難しい場合もあり課題のひとつである。研

究について助言をする際に，日本の歴史・伝統・文化の価値に触れることのできるよう

丁寧な助言を行うなどの工夫をしたい。  


